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Abstract 
 
ケガニ Erimacrus isenbeckii は十脚目クリガニ科に属する大型のカニで，アラスカ，ベーリング海，南サ
ハリンを経て，北海道から朝鮮海峡まで分布し，日本の主産地は北海道である。本種は大変美味であり，
水揚げ単価が 2,000 円/kg 前後になるため，重要な水産資源となっている。北海道における漁獲量は 1950
年代に 27,000 トン台を記録してピークに達した後，急激に減少した。そのため，許容漁獲量制による漁獲
規制が行われてきたが，資源量は依然低水準のままで，近年の漁獲量は 2,000 トン台で推移している。 
減少した水産資源の維持・増殖方策として，人工繁殖技術に基づき，対象種の種苗を人工的に生産し，
天然海域に放流して天然資源とともに管理する栽培漁業が多くの魚介類で研究・実践されてきた。十脚甲
殻類でも，暖水性のクルマエビ Penaeus japonicus，コウライエビ Penaeus chinensis，ガザミ Portunus 
trituberculatus，トゲノコギリガザミ Scylla parapamosain，および冷水性のEuropean lobster Homarus gammarus
などで種苗放流が行われ，放流個体の回収率や放流種苗 1 尾あたりの回収重量が評価されてきた。その結
果，底性生活移行後の生活圏が狭く，大型に成長するガザミ，トゲノコギリガザミおよび European lobster
の放流効果が高いことが明らかにされている。 
ケガニは体重 1kg 以上にまで成長し，底性生活期の生活圏は限定的であることから，栽培漁業対象種と
しての適性を有しており，1970 年代から人工繁殖に関する技術開発が行われてきた。本種幼生の飼育はビ
ーカーなどの小型容器では比較的容易であり，飼育要素として，適正な飼育水温，塩分，餌料密度等が明
らかにされてきた。しかし，大型水槽を用いたケガニの種苗生産では大量のゾエア幼生が水槽底に沈下・
蝟集した後に死亡する現象が頻発し，未だ種苗の大量生産技術は確立されていない。飼育中のゾエア幼生
が水槽底に沈下した後に死亡する沈降死現象はズワイガニ Chionoecetes opilio の種苗生産でも知られてお
り，水槽底に堆積した有機物に幼生が接触することで細菌感染症に罹病しやすくなる可能性が指摘されて
いる。 
本研究は，ケガニの人工繁殖技術を確立するために，飼育幼生の沈降死防除方策を開発する基礎として，
4 つの試験に取り組んだ結果をとりまとめたものであり，序章に続く第 1～第 4 章と総括よりなる。第 1
章では，幼生の活力に影響する餌料と栄養要求について検討した。第 2 章では，十脚甲殻類幼生の鉛直分
布には光環境が大きな影響を及ぼすことが知られていることから，異なる光環境の水槽で幼生を飼育し，
水槽内での幼生の分布を把握することを試みた。第 3 章では，ケガニの浮遊性に関わる形質，すなわち走
光性，鉛直分布，体密度および外部形態の発育にともなう変化について調査した。第 2 章と 3 章の結果か
ら，ケガニ幼生は明条件下で沈降しやすい特性を有すことが明らかになったことから，第 4 章では光周期
（暗期の時間）が幼生の生残と発育に及ぼす影響について検討した。また，最後に，ケガニの人工繁殖技
術の確立に向けた課題を整理した。本研究で得られた成果は，ケガニの人工繁殖技術の確立に向けた基礎
的知見になるとともに，天然海域における初期生活史の理解にもつながるものである。 
第 1 章 餌料中の n-3 系列の高度不飽和脂肪酸（n-3HUFA）は，十脚甲殻類幼生の必須脂肪酸であるこ
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とが知られている。また，珪藻は冷水性のタラバガニ Paralithodes camtschaticus やハナサキガニ Paralithodes 
brevipes 幼生の重要な餌であり，ケガニでも古くから利用されてきたが，その給餌効果については明らか
にされていない。そこで，ケガニ幼生を 1L ビーカーで第 1 齢ゾエアからメガロパまで飼育し，n-3HUFA
を栄養強化したアルテミアの給餌および珪藻Thalassiosira sp.の飼育水への添加が幼生の生残と発育に及ぼ
す影響を検討した。また，大型の種苗生産水槽から得た幼生および使用した生物餌料（栄養強化アルテミ
ア，珪藻）の脂肪酸分析を行った。その結果，幼生の生残と発育は飼育水に珪藻を添加することで有意に
改善されたが，アルテミア中の n-3HUFA 量は幼生の生残と発育に影響を及ぼさなかった。しかし，n-3HUFA
量が少ないアルテミアを与えた場合にはメガロパへの脱皮時に比較的高い死亡率を示した。また，ケガニ
幼生中の n-3HUFA 量はゾエアからメガロパの期間に大きく変動しなかった。これらの結果から，幼生中
の n-3HUFA 量は n-3HUFA を含有する生物餌料を摂餌することで維持され，珪藻の飼育水への添加は種苗
生産におけるケガニ幼生の生残と発育を改善するものと考えられた。 
第 2章 水槽内の光環境が幼生の沈降と発育に及ぼす影響を透明ポリカーボネート製と黒色ポリエチレ
ン製の水槽を用いて調べるとともに，ガザミやズワイガニの種苗生産で使用されてきた攪拌装置によって
飼育水を攪拌する効果についても予備的に検討した。その結果，昼間の光環境は水槽種類で大きく異なり，
光量子束密度は黒色水槽では水深に比例して減少したが，透明水槽では中層と下層で大きい値を示した。
水槽内の下層に分布したケガニ幼生の割合（沈降率）は日齢とともに高くなった。また，昼間の水槽内分
布は飼育水の機械的攪拌から影響を受けなかったが，沈降率は透明水槽を使用した場合に高かった。また，
幼生の発育は透明水槽で遅延した。さらには，沈降率は昼間より夜間の値が低く，水槽間の差が縮小した。
このように，水槽内の光環境が幼生の水槽内分布に大きな影響を及ぼすことが明らかとなった。 
第 3章 ケガニ幼生を水平容器に収容し，横方向から異なる光量と波長の光を照射し，幼生の反応を調
べた（走光性）。また，明暗条件下の縦型容器で幼生の分布位置を調べた。さらには，幼生の体密度を計
測するとともに，沈下抵抗に関わる体部位の発育にともなう変化を調べた。その結果，ふ化ゾエアは正の
走光性を示し，以後は負の走光性が強くなった。特に，長波長（600～620 nm 以上）で負の反応が強かっ
た。ふ化当日の幼生は容器の中～上層に分布したが，以後は容器底に沈降した。幼生の体密度は海水比重
より高く，沈下抵抗に関わる体の突起状部位は発育にともない縮小した。第 2 章および第 3 章の結果から，
ケガニ幼生は明条件下で沈降しやすい特性を有していることが明らかとなった。 
第 4章 ケガニ幼生の沈降死現象を防ぐ一つの方法として，暗黒下で飼育することが考えられる。そこ
で，光周期（暗期の時間）が幼生の生残と発育に及ぼす影響を調べた。実験区として，0L:24D（明期 0 時
間：暗期 24 時間），6L:18D，12L:12D，18L:6D，24L:0D を設け，2L ビーカーでふ化ゾエアを第 1 齢稚ガ
ニまで飼育した。その結果，生残率，発育速度，稚ガニの体サイズは明期の長さに比例して向上・大型化
することが分かった。ただし，ケガニ幼生は恒暗条件下で稚ガニまで発育でき，その生残率（16%）は 6
～12 時間明期（25～29%）よりも低かったものの，この結果は恒暗環境の大型水槽での飼育が可能なこと
を示すものである。 
 
以上のことから，ケガニ幼生の沈降現象は幼生の生物学的な特徴と水槽の光環境が原因であることが明
らかになった。光環境はケガニ幼生の遊泳および摂餌の 2 つの行動に大きな影響を及ぼし，それらの影響
は背反すると考えられる。したがって，安定した人工繁殖技術を確立するためには，それら相反する光の
負の影響がそれぞれ最小となる光環境を構築することが必要と考えられ，今後の重要な研究課題である。 
 
